
コロナ禍での

若年性認知症の人の生活とその支援
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第8回認知症医療介護推進フォーラム
認知症と新型コロナウイルス(COVID-19)

シンポジウム２ 「新しい日常」を踏まえた共生の地域づくり
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認知症とともに生きる人々の心理的ニーズ
Kitwood 「Dementia reconsidered」



若年性認知症とは

65歳未満で発症した認知症

全国に35,700人と推計

（18～64歳の人口10万人あたり約50人）

基礎疾患の内訳

現役世代に発症することが多い（6割が就業中に発症）
粟田主一：日本医療研究開発機構（AMED)認知症研究開発事業

「若年性認知症の有病率・生活実態把握と多元的データ共有システムの開発」2020年3月

発症から診断までに時間がかかりやすい
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アルツハイマー型

52.6％
血管性 17.0%

前頭側頭型 9.4%

外傷性 4.2%

レビー小体型 4.1%

その他

12.7%



若年性認知症支援施策の展開
平成27年1月 令和元年6月

認知症施策推進
総合戦略

（新オレンジプラン）

認知症施策推進大綱

若年性認知症
支援コーディネーター

配置

都道府県
指定都市

就労・社会参加

就労継続支援
企業との連携

障害福祉サービスでの就労

認知症地域支援推進員
地域包括支援センター

との連携

介護サービスでの
社会参加活動

全国若年性
認知症支援
センターの設置
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◆ 若年性認知症の人のニーズにあった関係機関やサービス

担当者との調整役

◆ 本人が自分らしい生活を継続できるよう本人の生活に

応じた総合的なコーディネートを行う

◆ 各都道府県に１名以上配置

◆ 認知症が疑われる時期から相談可能

若年性認知症支援コーディネーター

相談窓口

制度等の
情報提供

連携体制
の構築

認知症の
知識の

普及・啓発若年性認知症の人の

支援に特化
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新型コロナウイルス感染症対策下における
若年性認知症支援コーディネーターの

活動に関するアンケート
１．目的
新型コロナウイルス感染症対策が若年性認知症支援コーディネーターの
活動に与えている変化を明らかにする。活動を続けるために行われている
対策や工夫等を共有することにより、都道府県・指定都市で勧められる
感染症対策下での施策推進に供する。

２．対象と方法
１）対象 全国77相談窓口の若年性認知症支援コーディネーター
２）方法 インターネット上でのアンケート
３）期間 令和2年6月4日（木）～12日（金）

３．倫理的配慮 趣旨、個人情報の保護等について書面で説明

４．結果
コーディネーターの連名や相談窓口で集約された回答を含み72の
回答を得た
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１．若年性認知症支援コーディネーター活動への支障

（１）個別相談支援について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

81.9 18.1

はい いいえ

ｎ＝72

Q. 来所相談や訪問相談に支障が生じていますか？
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0 20 40 60 80 100

感染予防機材が不足する

就労継続支援事業所の利用制限や閉鎖がある

面談や訪問を断られる

面談やカンファレンスの場所を確保できない

連携する支援機関が休止する

介護事業所の利用制限や閉鎖がある

コーディネーター自身の活動が制限される

若年性認知症の人や家族の状況が変化する

集いやカフェ、交流会が中止になる

13.3

25

28.3

31.7

33.3

33.3

61.7

61.7

93.3

１．若年性認知症支援コーディネーター活動への支障

（１）個別相談支援について

「はい」とお答えの方にお聞きします。どのようなことが問題になりますか？
（選択式：複数回答可）

（％）

〈その他、自由記述（抜粋）〉
・コロナ感染患者の発生地域からは、家族に訪問してもらうことが出来なかった
・遠方にいる家族の行動制限があり、面談や見学などに支障があった
・外来診療からリモート診療になった 出張相談会をとりやめた
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

94.4

5.6

はい いいえ

２．若年性認知症のご本人やご家族への影響

（１）ご本人の生活について

Q. ご本人の生活に影響を及ぼしていると感じますか？

「はい」とお答えの方にお聞きします。どのようなことが問題になりますか？
〈自由記述（抜粋）〉
・介護サービスや障害福祉サービスの利用制限がある ・新規の利用が止められた
・入院や入居中の方は、家族や友人との面会ができなくなり不安定になっている
・ジムや図書館に通っていた方は、居場所を失った
・友人の訪問などのインフォーマルサービスが途絶えている
・感染予防策の徹底がストレスになっている ・自宅で過ごす時間が長く、ストレスが増大
・活動性が低下し、認知機能の低下が進んだ
・交流会の中止でストレスが増大 ・交流会の中止で情報を得る場が減っている

ｎ＝72
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

94.4

5.6

はい いいえ

２．若年性認知症のご本人やご家族への影響

（２）ご家族の生活について

Q. ご家族の生活に影響を及ぼしていると感じますか？

「はい」とお答えの方にお聞きします。どのようなことが問題になりますか？
〈自由記述（抜粋）〉
・本人が自宅に留まることで、家族の就労も制限されている
・趣味や外出など、家族もリフレッシュができない状態が続いている
・家族の収入減によって今後、サービスの利用に影響が出てくる
・入院・入居中の方の面会制限によって様子がわからず不安になっている
・交流会やサロンの中止により、孤立感が増している
・密をさけた疎の環境が精神面で停滞感を生んでいる

ｎ＝72
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

63.9 36.1

はい いいえ

２．若年性認知症のご本人やご家族への影響

（３）企業等での就労継続について

Q. 企業等の新型コロナウイルス感染症対策（テレワーク等）が、
若年性認知症の人の就労継続に影響を及ぼしていると感じますか？

「はい」とお答えの方にお聞きします。どのようなことが問題になりますか？
〈自由記述（抜粋）〉
・出勤者が減り、同僚のサポートが得られにくくなった ・テレワークでは仕事ができない
・テレワークになるはずが、上手くできないと思われて休職になった
・テレワークになったが実質は自宅待機だった ・真っ先に自宅待機を命じられた
・在宅勤務から復帰の見通しが立たない方がある ・コロナを理由に仕事を減らされた
・職場環境の変化や生活リズムの変化が、肉体的、精神的にも悪影響を及ぼしている
・就労継続支援事業所が受注している仕事が減っている
・見学や面接ができず、就労の機会を逃した ・企業への訪問ができない

ｎ＝72
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0 20 40 60 80 100

オンラインでのリモート相談を行った

手紙や文章での連絡を行った

SNS等での発信を行った

メール相談を行った

電話相談を増やした

7.7

20

33.8

49.2

78.5

１．若年性認知症支援コーディネーター活動での工夫等

（１）個別相談支援について

Q. 来所相談や訪問相談に関して、どのような工夫をしましたか？
または考えられますか？（選択式：複数回答可）

〈その他：自由記述（抜粋）〉
・機材 検温、マスク使用、消毒、アクリル板設置などの感染予防対策を実施した
・空間 3密を考慮し、広い部屋を用意した 玄関先など訪問先の屋外で対応した
・代替手段 リモートでのカンファレンスに参加 オンラインでの「つどい」を試行した

（％）
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Q. ご本人の生活に関して、どのような工夫をしましたか？
または考えられますか？ 〈自由記述（抜粋）〉

２．若年性認知症のご本人やご家族への支援での工夫等

（１）ご本人の生活について

・丁寧に話を聞いたり、電話やメールでこまめに連絡をとったりした

・人と会わないよう早朝に散歩してもらった

・車でのドライブに切り替えたりした

・オンライン受診や家族のみの受診で感染リスクを下げた

・オンラインでリモート相談を行った

・生活リズムの維持や食事のバランス、運動などの生活習慣の助言をした

・自宅で出来る体操や活動、気分転換になるアクティビティを紹介した

・この状況下でも新規で受け入れる事業所をケアマネジャーと一生懸命探した
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Q. ご家族の生活に関して、どのような工夫をしましたか？
または考えられますか？ 〈自由記述（抜粋）〉

２．若年性認知症のご本人やご家族への支援での工夫等

（２）ご家族の生活について

・電話やメール、オンライン、SNS、手紙等でのこまめな連絡をしている

・つながりを感じてもらうことが大切だと思って、連絡を絶やさない

・困窮した方に経済的支援（ローンの返済猶予申請）を行った

・窓越しでの面会やオンライン面会を行った

・ビデオレターを作った

・安全に活動できる環境について助言した

・日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG）やNHK厚生文化事業団、
大府センターが発行している冊子を郵送した

・受診の付き添いができないため、様子を聞き取り主治医に申し送った
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２．若年性認知症のご本人やご家族への支援での工夫等

（３）企業等での就労継続について

Q. 感染症対策下での若年性認知症の人の就労継続に関して、
企業等でどのような工夫がなされているかご存じですか？
または考えられますか？ 〈自由記述（抜粋）〉

・一般的な感染拡大防止策やテレワーク化、勤務時間や出勤日数の変更

・オンライン会議で一日の振り返りをしている

・社内の感染予防の消毒作業など、ご本人ができる仕事を創出している

・就労継続支援事業所では、作業時に密にならないように机の配置や工程を
工夫している

・本人の能力に合わせたテレワークの課題（検索業務、レポート作成）を出し
てもらえるとよいのではないか

・一般の就労者と同じような対応が精一杯ではないか
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若年性認知症の人の就労・社会参加

企業等での就労

障害福祉サービスによる福祉的就労

居場所づくり・社会参加 （介護保険サービス（通所介護等）、認知症カフェ、当事者・家族の会等）

介護保険サービス利用

症状の進行

若年性認知症になっても
可能な限り働き続けられる

症状が進行し、働けなくなっても
自分の居場所があり、社会との
つながりを持ち続けられる

ソフトランディングの視点で
ニーズや状態にあわせた適切なサポートを

空白の期間にしない
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いきいきと
暮らすために
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